
■決算状況

交付金配分枠 16,036,000 円

交付金決算額 16,028,228 円

その他収入    2,262,634 円

100.0%

各分野の決算

①協議会運営 5,037,347 円

②地域振興 4,747,710 円

③地域福祉 184,483 円

④安心・安全 1,732,927 円

⑤環境づくり(土木工事） 4,476,000 円

⑤環境づくり(その他） 968,109 円

⑥地域個性創出 1,144,286 円

決算総額 18,290,862 円

■地域づくりの活動方針（テーマ）

■総括

■分野別事業名

① 協議会運営

② 地域振興

③ 地域福祉

④ 安心・安全

⑤ 環境づくり

⑥ 地域個性創出

　交付金決算額／配分額    

大内まちづくり協議会　地域づくり交付金事業概要（平成２７年度）

　交付金によって、地域の課題が解決に向けて一歩一歩ですが進みつつある。また、安心・安全のまちづくり、
埋もれた歴史・文化の掘り起こし、健康な生活を維持するためのスポーツの振興など地域に密着した事業の
展開が行われている。今後は更に新しい課題や地域の人達が意欲をもって取り組める課題を模索し、地域づ
くりの企画を進めるよう努力する。

ふるさとを愛し、笑顔でふれあうまち大内

事務局長給与、事務局員給与、事務費等

大内地区広報誌等印刷事業、大内まちづくり体制強化事業、次期まちづくり計画策定
事業、大内まちづくり事業等の情報共有事業、第３７回大内まつり、大内地区体育祭、
夏のフェスティバル、広報誌（青少協だより）の発行、標語看板の作成、標語ポスター・
カレンダーの作成、大内まちづくり会場整備事業

大内地区老人大学講座、ぶらり大内まち歩き、中高年の健康づくりと体操、ママとシニ
アの交流会、みんなで語ろう会、高齢者健康増進事業

自主防災組織の設立、防災対策の充実、防災マップの作成活用、巡回パトロール、児
童の登下校時のみまもり活動、反射鏡設置補助事業

土木工事、交通安全環境施設設置補助、河川環境美化活動助成金交付、里山登山道
整備事業、休耕田の有効活用

地域自慢コンテスト、大内の史跡風景カレンダー作成事業、歴史文化遺産等の案内板
設置（明治維新歴史資源活用事業）、大内歴史探訪会、大内歩いて見よう会、三世代
交流事業、文化活動団体紹介冊子の作成、スポーツ交流事業、食農体験活動、第22
回大内地区じんけん学習まちづくり大会、大内中学校教育講座、大内中・大内小・南小
環境整備、地域協育ネット活動の助成事業
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■地域の情報

地域人口 22,865人 自治会数 31

世帯数 9,161世帯 自治会加入率 81.84％

※数値は、平成28年4月1日のもの



■重点的に取り組んだ事業

事業名 次期まちづくり計画策定事業 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

事業名
歴史文化遺産等の案内板の設置（明治維新
歴史資源活用事業）

決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

事業名 休耕田の活用 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

①

大内まちづくり計画の進捗状況を分析・評価し、新たな計画書を作成する。

平成２７年４月～平成２８年２月

平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日

約２００人

住民の要望を分析・検討し、まちづくりの将来を見据えた計画書を策定した。

②

大内の歴史文化遺産を、まちづくりや観光の資源として活用するために史跡案内看
板を設置する。

平成２７年１１月～平成２８年３月

地域住民及び観光客対象

503,280円

大内小野地区に史跡看板を設置

明治維新歴史資源活用事業は、今年度で終了。

③

ふれあい農園の開園候補地の調査と、景観作物のひまわりを植え付け「迷路」を作
り、園児や小学生の遊びの場を提供。

ふれあい農園開園候補地調査は不調であった。
中学生ボランティアと協力し、ひまわり迷路を作り子どもたち遊びの場を提供した。

ひまわり迷路は天候不順で短期間の提供となったが、地域行事として定着してい
る。

休耕田を有効活用するため、更に取り組みを充実していく。

ふれあい農園の開園候補地の調査及び景観作物の植え付け

各種媒体を活用し事業の広報に努め、住民の積極的な参画を促す。

125,556円

大内小野地区に、史跡案内板を設置した。

現状を踏まえた実践的な計画書となった。

131,873円

委員等１７人、大内地区住民　延べ１１８名

地域の要望や意見を反映した第二次大内まちづくり計画書の作成

地域住民や観光客にわかりやすい案内板に心掛けた。


